
薬剤名（成分数）

・塩水選の実施。

箱 消 毒 イ チ バ ン （０）

育　　　苗 カスミン粒 （０）

初中期一発除草剤 忍 ｼﾉﾋﾞ （３）

特殊雑草防除 ［モゲトン粒］ （１） ｱｵﾐﾄﾞﾛ・表層はく離の多発時にのみ使用する。

初期害虫防除 ダントツ箱粒剤 （１） ワンリード箱粒剤08も使用できます。（同一成分で低薬量）

稲こうじ病・紋枯病 ［モンガリット粒剤］ （１）

スタークル（無人ヘリ含む） （１） ・畦畔草刈の徹底。

ダントツ剤 （１） 　　　　＜草刈の間隔は３週間以上あけないこと＞

成分回数合計 ６［９］

佐渡市認証米としてカントリーに出荷する場合は、必ず記載されている農薬を使用してください。

平成２３年度　ＪＡ佐渡ガイドライン表示資材

・稲こうじ病のみ防除する場合は、撒粉ﾎﾞﾙﾄﾞｰ粉剤DL（０）を
使用してもよい。

項　　　目
              コシヒカリ５割減のガイドライン基準防除例（９成分回数以内）

備　　　考

種子消毒 温湯消毒 （０） （JAの配布する種子は温湯消毒済み種子です）
・温湯消毒を行わない場合は、生物農薬を使用する。
エコホープDJ、タフブロック（０）

カメムシ防除

※　［　］書きの資材は、必要に応じて使用することとする。

・コナギに有効な薬剤です。
　２成分剤のサンシャインも使用できます。

・細菌性病害対策として、特に温度管理に注意する。

初期除草剤 ［ソルネット粒］ （１）
・代かきから田植えまでの期間が、10日以上あく場合のみ使用
を検討する。エリジャン乳剤（同一成分）も使用できます。

網掛けの部分が２２年度と異なる薬剤です。

有利販売のための資材統一にご協力ください！！

　ＪＡ佐渡では、平成２４年を目標として、「コシヒカリ５割減減栽培１００％」をめざし
ています。

　５割以上の減減栽培で生産された佐渡米を有利販売につなげるために、「特別栽培米」と
して使用資材の表示（ガイドライン表示）が可能な米が求められています。

　そのためには、使用資材の統一が必要となります。

 平成２２年９月　ＪＡ佐渡営農部

***ガイドライン表示可能資材の使用について***

　つきましては、いま、平成２３年用の肥料・農薬の予約注文の取りまとめ時期を迎えてい
ますが、「ＪＡ佐渡ガイドライン表示資材」のご利用を是非ご検討くださるようお願いいた
します。

　下記ガイドライン表示資材の中から栽培上必要なものをご使用ください。

　栽培条件がそれぞれ異なるため、ガイドライン資材の利用を出荷の条件とするものではあ
りません。

コシヒカり

５割減減１００％


